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この他にもさまざまな色のリボンがシンボルマークとなっています。

リボンのアイテムを身に着けることによって、その色の意味する事柄を支援していると伝える

ことができ、啓発活動にもつながります。

性別に関係なく、人権を尊重した、誰もがあらゆる分野に参画し、活躍できる、ジェンダー

平等社会の実現にむけて、皆さんもリボン運動に参加してみませんか。

配偶者からの性犯罪、性
暴力、ストーカー行為等、あらゆ
る女性への暴力の根絶を訴え広く
呼びかけるとともに、被害者に対
して、ひとりで悩まないで相談し
てほしいというメッセージが込め
られています。

LGBTQや性的マイノリティへの
理解と支援を表します。性のあ
り方は多様で、グラデーション
となっているため、美しい虹で
表現されています。

障がいがあってもなくても、す
べての人々が幸せに暮らしてい
くことのできる社会をつくろ
う」というメッセージを表して
います。

パープルリボン

◎女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～25日）
<多様性社会推進課の取組> 啓発パネル展示・講座実施等

◎障害者週間（12月3日～9日）

<多様性社会推進課の取組>
令和３年４月～
茅ヶ崎市パートナーシップ宣誓制度導入

レインボーリボン

ブルーリボン

イエローリボン

ホワイトリボン

北朝鮮による拉致被害者
の生存と救出を願う運動です。 青
色は、近くて遠い国である北朝鮮と
祖国日本を隔てる「日本海の青」、
拉致被害者の方々とその家族を唯一
結んでいる同じ空である「青い空」
をイメージしています。

◎北朝鮮人権侵害問題啓発週間（12月10日～16日）
<多様性社会推進課の取組>

啓発パネル展示・タペストリー掲示等

オレンジリボン

女性の健康と権利の大切さを伝
える、国際的なシンボルマーク
です。妊産婦死亡のない世界の
実現を目指して、全ての女性が
自分らしい生き方を自ら選択で
きるよう
国を越えて活動がひろがってい
ます。

子ども虐待防止のシンボルマーク
です。子ども虐待の問題に関心を
持ち、子どもの虐待を防止し、虐
待を受けた子どもが幸福になれる
ようにというメッセージが込めら
れています。

◎児童虐待防止推進月間（11月）

リボン運動は、社会問題や難病に対して世界で統一した色のリボンのアイテムをシン
ボルマークとして、支援を表明するために身に着ける活動です。
ひとつの色のリボンに複数の意味を持っているものもありますが、今回は人権や男女
共同参画、女性の健康に関係するものについて紹介します。
（このほかにも、多くのリボン運動があります。）



基本
目標

１

１ ジェンダー平等、男女共同
参画についての理解を促進す
る
２ 人権を尊重し、多様性につ
いて理解を促進する

基本
目標

４

基本
目標

２
基本
目標

３

３ 働きやすい環境をつくる
４ 子育て・介護がしやすい
環境をつくる
５ 男性の家事・子育て・介
護への参画を進める

６ 暴力根絶のための意識啓
発を推進する
７ 暴力に関する相談がしや
すい体制をつくる

１０ 政策・方針決定過程の場に女性の参画を促進
する
１１ 女性の職業生活における活躍を推進する
１２ 地域、防災などの分野における女性の参画を
促進する

市では、「人権を尊重した、誰もがあらゆる分野に参画し、活躍できる、ジェンダー平
等社会の実現」を基本理念に、５つの基本目標と１２の目標を掲げ、取り組みます。

人権を尊重した、ジェンダー
平等の意識啓発の推進

ワーク・ライフ・バランスの
促進

あらゆる暴力の根絶

生涯を通じた健康づくりと
安心して暮らせる社会づくり

８ 女性の生涯にわたる健康を支援する
９ 様々な困難を抱える人々が安心して暮らせ
る環境を整備する

【目標】

【目標】

【目標】

【目標】

【目標】

性別に関わりなくあらゆる分野に参画で
きるまちづくりの推進

基本
目標 ５

茅ヶ崎市男女共同参画推進センターいこりあ 利用案内

男女共同参画社会の実現を目指し、市民の方々が学習し、様々
な活動や交流の場として利用していただく公共施設です。

◆ 開館時間 9:00～21:00（7月～9月のみ21:30まで）
◇ 休館日 日曜日、年末年始（12月28日～1月3日）
◆ 受付時間 9:00～17:00（開館日のみ）
◇ 電話 ０４６７－５７－１４１４

【発行元】茅ヶ崎市文化スポーツ部多様性社会推進課
℡ 0467-81-7150

もっと知りたい！もっと学びたい！！参加したい！
いこりあの講座は、託児スタッフを用意しています。

茅ヶ崎市ジェンダー
平等推進計画の詳細は
こちら ⇒ ⇒ ⇒


